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小 型 船 の 安 全 性

by　H ．　E．　Skinner 　O．　J3．　E ．　B ．　iSe，・R 。　C．　N 。　C．

（ムエember ）　玉〕．正．　N．　 A．　1951．

§　 緒 言

　 こ の 論 Stの 葺 的 は ，
1930 年の 澗馘吃承籬 ミ談 で 遣め

．られ た ，

』
小型 の 平甲板船及ゲ船矮の 短い 船 に 対 して ・ 乾

舷を墸す とdi　5処置が ， 果して 経済的1こ可 能なもの か ，

叉適切で あ る か と 駅 う事 を 検討す る に あ る 。 茲 で 小型船

と巽 う¢ ！ぽ長 さ 400 「．未溝 の 船 で
， そ の 多 くは LOOr 近

鱒 であ る G 　　　　 ．　　　　　　　 r

　 金 澄界の 船舶 の 75％ は 400 ，
乃至未〜、羅で

， そ の 中の

3β ほ …）no 「
近 鍔3ζは そ れ 以上 で あ る 。

　 近年海難 に よつ て 失われ る 船の 数 は 著 し く減少 し た

が」 そ の 中で 比率 か ら云つ て こ の 40CF 米満 の 小型船の

海難 が 罪常に大 きい O

　 小型船の 海難に 閧す る信頼す る に足る報告は 少い が ，

　 　 　 　 N

b工onley 　をζ よ り　1949　年 1）及び　1950　年
2）1・こ海難寺こ よ b

尖われ た舩の 統計が 発裘され て い る 。

　 ．こ の 報告に は種々 の 興昧あ る事実が 含 まれ て い る がそ

の 中で も次の 事啜は特記すべ き こ と で あ る 。

　 a ）貨物船
・
さは 201 「・− 400fの 船の 海鑼の 数 は それ以 上

の 大型船の そ れ に較べ て約 6倍で あ り， 両 groupに 属す

る船 の 数は 略 々 同数で あ る o

　夊 この 比率 は舩醴 5年以内の もの と、それよ り宵い も

Ct）．と較べ て どちらも同じ比率 であ る 。

　 b）蹇艙状態で ほ 大型 ， 小型共 に 溝載の 船よ り海難が

少い
。

　．e）騨 の 損失 は 非常 に少 く謹 力・に 193飼 嬲 の

問1’c 　3隻が失われ て い る に 過 ぎな い 。

　 d）沈没し た船の 84％ は 冬季 爾航海 で 失われ ， 冬孥i

に は 大体夏期 の 倍 の 数 の 船が 失われ て い る 。

　 e） ：靄数の 3s％ は 英鰐
’
匡及び北欧海域で 沈 み ， 特に

こ れらは 30e ，
以
’
下の 小型船で あ る 。

　 f）海難 を 趨 し た 30〔）「

以 下 の 舩 の 15　9／a は 蘯い バ ラ

穰貨物 を 遅 ぶ船で あ る 。

　 9）密度 の 小 ざな固型貨物を 運ぶ徹｝は 愈 般的 に 見て 密

匿 つ 大 きな固型貨物を積む 船 よ り安全 で あ る 。

　 b）油槽船 は 一暇の 船 に 較べ て 安 全度 が 高 い o

　猶 二の 報告 の 外 に，Board　o £ Ttade か ら度 々 ま旨摘さ

れ λ二運炭船 に 関す る 非公式な委興会 の 報簫を多少 つ け加

え麗い 。 こ の 報告の 要点は 194s年 の 国際海上安全象議

料 17

で 英国の 運輸省よ り各国代表 に 公表 され 好 ）
。

　 そ の 麥点は

　　D こ の 50 年聞に は ， 復原性 め 不足 に よ る 海難 は 著

名な内国航路の 船 に は 無か
1
つ た 。

　 k）復原性 の 見地よ り船は二 つ の claSS に 分たれ る o

　 即ち一つ ほ重貨物船の 如 く大巾 に 復原性 の 変化す る も

の で あ り ， 他の 一L つ は 軽貨物船夊 は碆舩の 様 に 殆 ん ど復

原性 の 変化し ない も の で ある 。

　　D 最近 の 運炭船 は乾舷が 少 さ く hateh が 大きくな

つ て い て ，
D ．　W ．一杯に賀 炭を積 む と極め て 復原力が 少

な くな る 。
1コatCh は 懣当 に 補強す る か 密閉す る か し な

い と危険で あ る 。

　 m ）満載時 に も爾十分 な復原力を持つ 隷 こは 晋通 に 設
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 り

計 され た船ならほ或賑睫 の 船巾紺夏期吃水 の 比率 を 持 た

な け れ ば な らな い 。

　 皿 ）trawler，
　tug 小型沿岸航路舩 の 様 に 乾舷 の 小 さな．

もの で は
，
Gfitが 相当あ つ て も静的5ζは動的復原力が不

足し勝ちで あ る 。

　 o）静的復原力 は 船体 の 保全
， 即 ち 水 は け を よ くす る

とカ  荷物 の 移動を防 ぐ毟…の 処理 と関連 カミあ る o

　 p）発表 の 中で 取扱われ た 20 隻 の 船 （1929〜1947 に

沈 んだ もの ）は 復原性が 不足し て い た もの と考えられ ，

夊 1g 隻 は 4007 以下 の 船で あ つ た
。

　 q） こ の 内i靂浪甲板船 は一一
隻 も無 く ，

12隻 は raiSed

quarter　deck 叉 は well・deck ’type で
，
16 隻 が種々 の

型
tz

） wel1 を持 つ て い た o 　　　　　　　　　 ，

　 r）調査 の 範囲内で は 軽荷状態 cp もの は一．
隻 も無 く ，

全部が乾舷標識迄沈ん でい た。 塊上 lc述べ た事実 は乾舷

と復原性との 関係を検討す る一L
つ の 基礎 と成 る もの で 海

る o

§、孅　搖 ．れ

　船が小 さい 振 il〕で 揺れて い る 時ほ
， 波の 週期を反影し

て 週期が 変化す る が
， 大角度 で揺れ る時は殆ど週期 が一

定 となる 。 此 の 変化は 大休 10°
内外 を境 とし て 起 こ る 。

　船の 妥全
．
性は 主 と し て 雌 」度 の 動揺 と関連が あ る か

ら ， 横揺れ の 固有週期は妥全性に 対す る 通当な標準とす

る 事 が 躡來 よ 弓。 大 洋波の 週期 は 6 乃i至 7秒位が 最も多

く
7），従 つ て 大型船の 長週期 の もの よ り， 小型舩の 短週

期 の もの が 同調 し易い
。 此の 煮か ら 臨小型艢 ま不利で 9ii

る 。 fl按 全
11

生の 見地か らは ， 単な る樹 謝 しの 他 に次の 三

・
つ の 原因に よる 危 険を考 え なけ れ ば ならな い 。

　 の 船が もとえ戻らん と する 睹 に更に波を か ぶ る 揚

合。
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　 b）風の 鎖斜遇力 。

　 C）海水の 打込み O

　 こ れ等が重復して 趨こる と ， 船 の 蜜全性 は非常な試錬

を受け る こ ととなる o

　最初に風に 就い て 考え る と ， 渡辺教授
a’〉は ， 風に よ る

遇力は復原
・殴…に堊耄大な影響を 与 え る こ とを指摘 し た o

　風の 影響を ， 満載時 と軽貨時 と に 分 げ て ，風圧力を

281b1口
f「

とし て 図示 した もの が Fig．2 で あ る o 軽貨時

で ほ ，風圧面積が 大な る に も狗らず安全 で あ る 。

　海水 の 打込みの 影響 に就い て 考え る と ， 船が 一方に 傾

k ・て 水を掬 弓と freeing　port は これ を
一
【^分早くは け偲

な い か ら ， また 圃 じ側 1こ 傾 い て 冫
，kを掬 う様 に なる 。 例 と

し て 捕鯨船 （125 ，
× L）6Fx141！2，

，A ，
＝620t

，
　KG ＝ lo・sr

，

遯 鶴1
，
7B「

，
　 d＝　1‘Z「4t「）で は bulwaTk の 高さ 3「

とし

て 18° で約 23tの 水を溜 め る 。 此 の 水の 復原
1

腱えの 影響

隷 Fig　6
，
　Fig　7， に 示 す 。

胃榔 ゆ

le ◎ o

　 ，鞭

　 騒◎働

↑◎瞞 ，n ．
　 9」oo6

即ゆ o4

βee

知 oo

300 　　　　 ，0 ◎　　　　 弓 00

　   〔剛

　 　 　 F埓．2

　Fig　7 の abe は 水が徐 々 に 溜つ た 時 の effective 　GZ

で
，
dyl迅 mica1 に一度 に 轍 る と dce が e宜ective 　gZ と

なる 。 （do　dc　＝ 　dOSCyとな る） 此の 海水打込み の 影響は

bulwark の 代 りに rai1 を用い る こ と に よ の減ず る こ と

が 出来 る o 海水 の 打込み は ， 署 る し く復原性を損ず る

が ， それだけで は 沈没 に は 至らない が ， 爾 こ の 上 に不愉

侠な baulked　roll が あ る 。 （Fig　8 の の こ れ ほ ， 角

度 ρ迄傾い て 伸々 起上 らない 現象 で あ る o 従つ て そ こ を

起点と して 次の rolling の Cycle を 始め る こ と も考 えら

れ る 。

　此 の 他荷物及び 自由水の 片寄りに よ る 傾斜遇力も勿論

灣えなければな らない 。 大型の 二 層甲板船で は ， 荷物の

片寄 のに よ る 巓覆 と見なざれ る もの が あ る が ，
ノ∫型 船で

は この 様に し て 顛覆 した と見な され る もの は少い o

　小型船の 沈没 の 原因は 多 く過度 の 傾書｝に よ る もの で あ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

’
s

鱈 そ の 原因 は風及び波の eombine せ る もの で あ る。 多

くの 船ほ過度の 傾斜 に よ つ て 海水が船 内に 打込む結果 ，

り t

胸 にη

F
’
Ki．6

繊

  ．？

晒o．8

reserved 　buo3ancy を喪失し て 平 らに沈む もの で あ る 。

此め 他 に 言及す べ き因子 は
，

seamanship で あ る 。 畦黨

を得牟航路変更等に薄 する 判断 カミ
， 多 くの 船を救つ た こ

とほよく知 られ て い る
。

し か し Pierrotteピ）が 指摘し た

如く，乗組員が熟練して い るか ら船の 安全性を減じて も

よい と添 う群屈 は 成 り立 た なL−io 耐航性 を持つ 為 の 条件

と し て は
， 次 〇 二二

し
つ が考え られ る o

　 a） upright 　I　esisien を 中 心 と し て 常に動揺す る こ

と 。

　 b）大角度 1頃余｝し て も卮 険な弓膏ロ カ弾殳ガくし な い こ と o

　 此 の 二 つ の 条件 を繕含す る と

　 ¢ を deck　edge が 没する角度

　 e を 外力の モ
ー

メ ソ ト M に よ る 傾斜角として

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 a − 9 コ max

となれ ぱ 二 つ の 条件 は 満足 6れ る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2∬ 　　 　　　　M

　　　
慨 α

『tan θ7 万
一
π盈 ＿齠 ＋磁 」

　 茲で M ほ 外力の モ ”メ ゾ ト

N 工工
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料
’19

　 　 　矛
71

よ　free　boar｛1

KB − K7G ＝・　ri
，
　 B 翌 雷 み 2

と置 くと

お につ き微分 し て

　　　｝ 一署・躍鴇ザ
。

」 ；うミ非鬢毅こノJ、さな もの と考え．る と

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 M
　 　 　 　 　 　 　 　 　 B 冒

…．・一一一
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Fdrc

茲 で

　　　、
・ ≠

°

ile’
8

（a− … ab ・）醗 ・ ・

　 　 　 　 　BF 　　M
　　　　 万五

゜°
．
ヨ万　（両辺 を る で 割 る ）

．

　遅 1跖 とい 5無次元数 は外力の re　一　 ・
s 　Y 　1．の 一“

つ の 表

現法 で あ b ，
BivrXdLは 外力 に対す る船の 抵抗力を表わ

す もの で あ る o

　多くρ船で は βIL は大体
…

憲値で あ る か ら 測 d が

外力に 対す る船の 抵抗力を 左 右ず る 。

　 こ の 事か ら P ／Cl が 大きい 程良い こ とが 判 る 。

　安 全性に 対す る 他の 要求 は 動的復原力で あ ろ 5 。

動的囎 力を 左 右 す る主な f・ct。r　e−　az ・mox 　lt
了ange で あ る o そ し て こ の 二 者 は 互 に 関連 が あ る か ら．

，

どち らか が或 る限度内に あれば ， 大体動的復原力も十分

で あ る と云え る o

　薐巨々 の 経験セとよ り，　range ｛・ま 6うo
よ りプくき

一

くなければ具舎 が 悪 い 様 で あ る o
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 麟

　実験式
量゚ ）では 平均 3％ 最太 7％の errOf で

こ の raロgeを推定fH来 る と蛩 わ れ る
。 此 の 式

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・9
は uppe ゴ deckが fah　curve で あ る 様な船に

対 して よく合い
， 上部 の el印 もi〔瓜 が あ る場台

C・こ は ，実際よ む小 ざ 囚に 繊 る し ，
free　board

を．h部 の ele σ七ion迄取れば過大弥咽 るわ け で
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一◎
ゆ 　　”
め   o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　獄 脚 o

　　　　　R 遯 堅 塑 〜壷 夐　　　開 、
　 　 　 　 　 　 　 　 　 BG × d

　 R ・・ゆ復 原性限界角

　 σ・喞・…　係数　　（系勺　1，5）

　4一 水密甲叛の 舷側 が湘 こ没ナ る角度

　　　　tm ； iF
／i・．B

　 KBr ・kee1よ り浮心沒の 垂直距離
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

’」

　、BG …浮心 よ り重心迄 の 垂直距離 ．

　 B ・…・最 大巾

　 2・……P・ism・gi・　
’
　C・・ff・　 ．．

　 tt……draE’し．

　鰹こ の 式を絶対値で な く， 船と船 との 比 較

に使 うならば更 に簡単化 ざれ て

　 　 　 　 　 　 　 　 オ
Ψ

　 　 　 　 　 1．5

　　　
撫

万σ
X
り声

× 55 × 澀 X
ヨ

．冖
× P

　　　　− ・・盤（響 ＝ o・55と仮 宕）
とな る。

　 §　 乾 　　 　舷

　前述の 近似式に 於て ：副 こ 欝 二〇・65P　1）　＝ 0・7 とす る

【E駟 c縞
霹 訂 冫

　 uanv ζSEEの

　 　 歌o．9

　 　 　 d ■黜 蘭 5醐 鰐7

　 　 　   夢 糊 鱒 ewe ｝tT◎h脇酬 』囃 ．

1

鵬 鞘 瀞 額 ゆ 御 胴臨 丁｝

　 　 　   ．節
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と限界角が 65°
以上 と鼓 う条件 に 対して

　 　 　 　 　 　 　 F ≧ 0 ．230

とな る 。 即ち最小 の F は D の 114 以 上 とい うこ とに な
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 恋

る o

．
こ の 様 に FID が 小型船の 復原性 に 重要 な 関連 を 持　　 ゆ

つ と云 5事 に 関 し て は
， 十分な根拠が あ るが ， 国際的な

装盤 に関す る 取締法規 に は，幾分 こ の 事 が 無視 され て い

る様 に思われ る o

　Fig・9 は 復原性 の 見地 よ り定 め た 乾舷 が現行 の 満載規

長琶に よ る乾絃 よ り大 きい 事 を 示 す 。 こ の 事ほ ， 小型船で
は

， 復原性の 見地 よ り乾舷 を 定 め る必 要 の あ る 慕 を物諮

　 て い る o

・Fig ほ0 は 安全 範囲を 区 分 し よ うとす る ，

一つ の 試み

で あ る 。 図中斜線で 囲まれ る部分 よ り．慧 こ距た る 程安 全

性が 不足す る 寮 を 示 す 。 小 さ な船 に なる 程 ， 三 島型舩は

良 くな く， それ に比 べ て 客船夊 iま遮浪甲板船 は 安 全
’
で あ

る こ と は 特記すべ き事 で あ る o こ の 事は 夊海難の 統計 か

ら も裹書きざれ る事 で あ る o 夊 ，Fig．12 ほ OD θ・com ・

partment 　standara に 対
一
sxる cg！l）の 限界が 記入 して あ

るが
， これ は商舩の 区画 に 関す る 論文

11）よ の取つ た も の

で あ る
。

で 与 え られ る乾舷 と ， そ の FfD に相 当す る 復原性 」．二必

要な KG ／D を Fig．11 よ り求 め た もの を 示 す 。

　最後 の 欄 は第 12 図 に 示 す実船 よ り取つ た ・硲 μハ つ

値で あ る 。

　こ の 事よ tp
， 現 行 の 吃水 に 対 し て は 少 し く低目に 蜘 ト

を 蹇め な けれ ば ならない 事 が 判 る 。

　爾 ， 初期復原力 の 必 要な事は直ifに も述べ た が
， 面白い

畜 に R ・≧ 1／4D に す る と 自然 に 十 分 な初期復原力を 觜つ

様に な る。

　1
黒
属

響

05
　 too 　　　　　20Q 　　　　　30 ◎　　　　　4QO

t・　　　　　　　　 し匡NGTH ｛F 匚の
　 8FU しL 　scA 閥TLSNG

　 osHELTE 肉 D蕊OKER5
　 ■ 7A 朧賦巴瞹5

　 ●艮Al§髭勘 O“A臼τεR ウECXE 闘5

　 　 　 　 　 　 　 　 F賂，己2

つ

500

§　 重心 の影響

　次 に 霓心 σ の 移動を考えて 見 る と，Fig．U の 様に な

る 。
Table　1 は 種 k の 長 さ り 船に就 き ， 満載吃水船規程

TABLE 　I

i 　恥 展c
阯 ¢   己rd
｛皿鼬 ）

D “L’15F ρ
kG ρ
OomFl511

　 KG ’D昌c 【ual 　ghip5rro
嘯 同 9．12　　　ゴ

　　　し

i．

　　loo
　　zoo
　　210

駿

隠｝
一

0・831922

・072
・222
・372
−53

三
・703
・62

6「7B
・414
・oI4
・7

置5・4
葦6・016
・720
．0 ！

　　　　設

｛　’G・12
　 “

・
！4

　 0・ヨ5
　 0・15
　 0・豆5
　 0 【6

　 016
　 0・18

o・600
・6置

o・610
・61

  ・61
ひ 620
・620
・62

｝
o・67
 ・65
¢
・6略

0・63
 
・62 。

o・620
・
（ρ

『め，島

」

§ Eleetion の 景彡響

　EleotiOI1有設 ければ ， それ が 空 の 時 は 勿 論 ， そ こ に

hold と冏 じ密度 り 荷物を積ん で も 筒復原性よ ウ見 て 利

益 が あ る 。 こ の 箏は Fig　12 に よつ て も判 る 。 即ち遐浪

甲板船 ほ 他 の 船 に 比ぺ て K σノP が 小 さ

’
い 。

　今 ∬ fD＝0・25 と し ， これ に 100％ り el．ectlo・n を つ

け た 時 の 影響 を 考 え て 見 る と ，
Fig　13 の 如くな る c こ

の 図 に よる と election をつ けない 場合ほ ， 復原性 の 見地

よ り必要な乾舷は覡行 の 乾舷 よ り大ぎく，逆 に ．election

を
・
っ け た場含 は現行 の 乾舷 よ e）小 さ くなる 事が判 る o

§ 言斐f計【こ二對する景彡響

　上 の 基礎 に 立 つ て 商業価値を城ら す こ と な し に
， 婆 全

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 く

性 の 鳳地よ りどの 様な改良が 出来 る か を 考 え．て 見 る 。

y’ig
，
15 （省略）

1
は r・ ised　quarter　deGk　C・aste ビ 后そ・ρ

要 篝「は Table 　ll に 示 し て あ る o

　Fig・16 （備略りに示 して あ る復原性 曲糠か ら見 て
， 隈

界角は 大き くない Q

　先ず最初 に wel1 を 壥 め る
。

こ の 為の 鋼材重量 の 増加

は 不必要 に なつ た scarph や doubler の 重量と cancel

す る 。

　次に 船首楼 を 廃止 して 前部 の 舷弧を増す 。 か くして d
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TABLE 　ll

’
　　 匪に m τy冨躍 ・｝煽1ρ 融 45hlP

Lc 隠gth　　　　　　．． 174h ． 盤・74ft．
・B 躡 adt 島　　　　　　　　　　　　　　　　「 27 飽．6i霸． 27ft，6i網．
1）cpth 　o 『uppcr 　d  k　　　　　，． Uf 重．7in， 黒5血、41n，
D6pth 　o 『R．Q．　d   k　　　　　．． 15ft．li睡． 　
恥 a 隅Bht　 　 　 　 ．． 1云f匙．6in．． 1饗蝕．6in．
S 鯰 ndard 　for　subdivi 匿o 跡　　．．
しigh【w 巴 ighl　　 ．，

　　　　　　　1

Non ¢

45藍tonsU

ロi電y454to
ロ8

蝕 d  ight　　　　　　　　　　　， 719匙on57 蓋6ton5
Di5P犀a  而 ent 　　 　 ．．　　 ， 口 ？o め nsi ，巳70εo鵬
Gr鰯 ¢o 絏口ag ¢ 　 　 ．．   645
N ほ t症tonnaBe　　　．． 踟 325．

（｝r邑in　capac 孟ty　　　　．．　　　 ．，38，  cu．靴．38，000cロ，翫，
し¢ ng ！h　N6 ．2hold ．． 63f ヒ． 54f電．
Len き電h　No ．1賑o 昼d　．．　　　　 ． 4夐鵞． 44勲．
GMloadcd 　　　　 ． 2・OfI． 1・55ft．
班ax   田 nGZ 　　　　．．　　　．． o ・55 ｝
S鰌 biiity  9¢ ‘x 　e蹴 睦o皿 3．．
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 卩

46do3 ．
　　　　　　　575d

¢ 8．

　
． ASSume，s　 water 　ba血 湿 ded瞞 on 団 im鵬 d 匡014 　per　c剛

Of　gross．

は D の   ．75 とな る 。 この 比較ほ 響able 　II に 示して あ

る
。
G躍 は 45F 減少す るが ζれ で 十分で あ り， 復原性範

瞹1は格段に大ぎくなる
。 又 ，どの 一

つ の 区画 に 浸水 して

も ， 例 え そ の 場所 の 浸透率 に反比例す る　free　water が

生 じて も eM は 正 で あ る 。

　こ の 他 hold の 容檳が増え る 為 ， 船首隔壁を後 に 下げ
　　　　　　　　　あ
る こ とが 出来 ，

fore　peak　tank の 容暈を増す こ とが 出

来 る 等種 々 の 利点を生ず る 。

§　 結 論

　 1） 客船 ，
complete 　super 　structure 　vesse1 ，　shel 謝

deck　 ve 調 el 及 び 軽荷状態 の 船は乾舷が 大きく ， 従つ て

動的復原力 の 予備が 大なる 為，海難 を起 こ ず率 が 少い 0

　2） 復馳 限界角 は 復原力の 重嬰な 鞍 駈 り ， 且 つ

近似式に よつ て 設誹の 過程 で 容易 爆 撒 雛揀 る
。

　 3） 乾舷 に 対す る制限の 必要なの は ， 冬季の 風浪に対
　 　 　 　 　 　 　 夢

し て で あ・る
◎

　 4） 重貨物を運ぶ船に海難が 多い の は 吃水が潔 く乾舷

が 少 い 為 で fO　t） ， 軽貨物を運 ぶ遮浪甲板船 ほ 乾舷 が 大き

い 為海難が 少い Q

　 5）　tanker が 乾眩が 小さ な 割 に 海難が 少い の は ， 重

心 が 下 に あ り，
・開 ロ が 無 く ， 月．つ bulwark が 無 し・k で

あ ろ う。

　 6） 小型船で は ， bulwark を L
つ け る こ とは 望ま し くな

い
。

rail に 帰 る事 と hatch を補強ナ る こ と を提囑す

る o 　　 （ラ毒良誠三）
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